
水文学

河川工学
防災政策

気象学
気候学

地球環境学
水資源

地理学
地形学

　水文学に限らず、研究に際しては、何よりも社会に開かれた視野を持ってほしいと思いま
す。私の若い頃は、情報を得ることは簡単ではありませんでしたが、今はインターネットも
あり、瞬時に必要な情報を受け取ることが出来ます。世の中の動きを察知し、どこに課題
があるのかを見極める目を持つことが大切です。
　２つめに大切なのは、課題の原因はどこにあるのか、その解決のために何が必要なのか
ということを考える探究心です。感性を思いきり働かせて、社会に必要なことは何か、足り
ないものは何かを見極める。これらを考えることで、自分がなりたいもの、すべきことが見
えてくるのではないでしょうか。
　更に、自分のことだけを考えて、食べて寝るだけでは動物と同じです。社会に貢献したい
という思いこそが人間らしさであり、企業で働くにしても、研究者になるにしても、そうした
一人ひとりの志が社会を豊かにするのだと思います。

未来をつくる大学 の研究室
最先端の研究を大学の先生が誌上講義！
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水文学は地球上の水循環について研究する学問で、その成果は水資源の活用や治水計画の策定、環

境問題の解明・改善などへの応用が期待されている。京都大防災研究所の寶馨教授は、独自の手法

で１００～２００年に１度は起こるといわれる大規模洪水を予測する方法を編み出し、それは全国の河

川の治水計画に利用されている。現在は、理学や工学、農学などの大学院・研究所と共同で、地球

規模の気象・環境問題について研究する「生存科学」を展開し、人類的課題の解決に挑んでいる。

大学院生の
主な出身分野

◎研究者の出身分野は、
工学、理学、地理学、気
象学などの理系が中心
だ。クロアチア、マレー
シア、インドネシア、韓
国、ラオス、ベトナム、
中国、ブラジルなどから
の留学生もいる。

社会に開かれた目を持つことが大切
水文学が求める学生像

研究成果と
社会のかかわり

◎環境問題や災害など、
人々の暮らしや生存にか
かわる諸課題を追究し、
国や地域に応じた政策提
言を行う。フィールド研
究を重視し、国際社会で
求められるグローバル人
材の育成を目指す。

統計解析にコンピューターを活用し
数百年に１度の大規模洪水を予測

京都大防災研究所　寶馨研究室

フローチャートで分かる寶馨研究室

社会の課題を解決するためには、社会や政治の仕組みも含めて、
「なぜそうなのか」という物事の本質を見極める目が必要です。

それは学問の理解も同じ。単に入試に合格するための知識を詰め込むのではなく、物事の基本
的な原理を深く理解するように心掛けてください。

高校生へのメッセージ

研究にかかわる
学問分野と研究内容

◎水文学は自然界における水の流れを研究する学問だ。
水問題の解決や水災害の予測には、気象学や気候学、
地理学、地形学、更には人間の文化や思想など、「天・地・
人」にかかわるあらゆる科学の知見が必要であり、研
究でもそうした分野と連携しながら進めている。

地理学

理学

工学

気象学
など

政策提言

啓蒙・教育活動

災害予測

など

たからかおる

すい もん がく

たからかおる

課題の原因や解決法を考える探究心

世の中の動きを察知する広い視野

社会に貢献しようとする心
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私
が
水
文
学
を
専

攻
す
る
と
決
め
た
の

は
、
大
学
１
年
生
の

時
。
大
学
で
入
部
し

た
野
球
部
の
部
長
が

土
木
学
科
長
で
、
水

文
学
の
専
門
家
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
も
し

部
長
が
構
造
力
学
の
専
門
家
だ
っ
た
ら
、

私
も
構
造
力
学
を
専
攻
し
て
い
た
で
し
ょ

う
。
私
に
と
っ
て
、
野
球
部
の
部
長
と
の

出
会
い
が
人
生
の
始
ま
り
だ
っ
た
の
で
す
。

　

卒
業
後
は
、
父
と
同
じ
国
鉄
職
員
に
な

る
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
、
教
授
か
ら

「
も
う
少
し
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
」
と

言
わ
れ
、
ふ
と
考
え
直
し
ま
し
た
。
研
究

者
を
勧
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
別
の
道
も
あ
る
こ
と
を
教
授
は
教
え

た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
私
自
身
、
大
学

時
代
は
野
球
に
打
ち
込
み
、
あ
ま
り
勉
強

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
社
会
に
出
る
前
に

勉
強
も
し
っ
か
り
し
て
お
き
た
い
と
考
え
、

大
学
院
に
進
み
、
洪
水
災
害
の
予
測
の
研

究
を
始
め
ま
し
た
。
以
来
、
水
文
学
の
視

点
か
ら
災
害
と
水
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
追
究
し
て
い
ま
す
。

　

水
文
学
は
、
水
の
様
相
を
研
究
す
る
地

球
科
学
の
一
分
野
で
す
。
河
川
の
流
れ
や

雨
の
影
響
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
る
地
球

上
の
水
循
環
を
研
究
し
ま
す
。
私
の
研
究

テ
ー
マ
は
、
数
百
年
に
１
度
起
こ
る
よ
う

な
極
端
気
象
と
呼
ば
れ
る
大
雨
や
大
洪
水

が
発
生
す
る
確
率
の
予
測
で
す
。
日
本
の

治
水
事
業
は
、
１
０
０
～
２
０
０
年
に
１

度
の
洪
水
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
洪
水
が
ど
の
程

度
の
流
量
に
な
る
の
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
降
水
量
や

川
の
流
量
な
ど
の
統

計
資
料
が
乏
し
く
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

性
能
も
低
か
っ
た
の

で
、
大
雨
や
大
洪
水

が
発
生
す
る
正
確
な

予
測
は
難
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
80
年
代
後
半
か
ら
徐
々
に

デ
ー
タ
が
揃
い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
高

度
化
し
た
の
で
、
精
度
の
よ
り
高
い
予
測

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

洪
水
の
予
測
は
、
毎
年
最
大
の
洪
水
流

量
の
デ
ー
タ
を
基
に
確
率
分
布
を
使
っ
て

統
計
解
析
を
し
、
想
定
す
る
水
量
を
超
え

る
超
過
確
率
を
割
り
出
し
ま
す
。
河
川
や

ダ
ム
な
ど
の
防
災
計
画
を
立
て
る
際
、
そ

の
数
値
を
過
大
に
見
積
も
る
と
、
よ
り
大

き
な
ダ
ム
や
高
い
堤
防
を
作
ら
な
け
れ
ば

研究のきっかけ

１００年に１度の
大洪水の発生を

予測する

研究概要

「世界初」の
発想の原点は

国際交流にあった

寶
馨
　

教
授

た
か
ら
・
か
お
る　

京
都
大
理
事
補
。
京
都
大
防
災
研
究
所
教
授
。
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ

Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
極
端
気
象
と
適
応
社
会
の
生
存
科
学
」
拠
点
リ
ー
ダ
ー
。
京
都

大
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
岐
阜
大
工
学
部
助
教
授
、
文
部
省
在
外
研

究
員
（
ア
メ
リ
カ
・
コ
ー
ネ
ル
大
）、
京
都
大
防
災
研
究
所
助
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。

国
際
連
合
大
学
客
員
教
授
な
ど
を
兼
務
。
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
優
秀
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
賞
、
土
木
学
会
論
文
賞
・
国
際
活
動
奨
励
賞
他
、
受
賞
歴
多
数
。

1
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な
ら
な
く
な
り
、
必
要
以
上
の
経
費
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
住
民
へ
の
説
明
責

任
の
観
点
か
ら
も
、
客
観
的
に
超
過
確
率

を
割
り
出
す
方
法
が
必
要
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
が
考
え
た
の
は
、
確
率
水

文
量
の
予
測
に
「
ジ
ャ
ッ
ク
ナ
イ
フ
法
」

と
い
う
統
計
手
法
を
用
い
る
世
界
初
の
方

法
で
し
た
。
例
え
ば
、
50
個
の
デ
ー
タ
が

あ
れ
ば
、
デ
ー
タ
を
１
個
ず
つ
抜
い
て
統

計
分
析
を
行
い
、
50
の
サ
ブ
デ
ー
タ
を
作

り
ま
す
。
基
の
デ
ー
タ
に
ジ
ャ
ッ
ク
ナ
イ

フ
法
で
出
し
た
サ
ブ
デ
ー
タ
を
加
え
る
と

解
析
に
用
い
る
デ
ー
タ
が
増
え
る
た
め
、

更
に
精
度
の
高
い
予
測
が
得
ら
れ
る
の
で

す
。
こ
の
方
法
で
は
、
実
際
の
デ
ー
タ
以

外
に
大
量
の
サ
ブ
デ
ー
タ
を
用
い
る
た
め
、

従
来
の
何
十
倍
も
の
計
算
能
力
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
科
学
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て

こ
そ
可
能
に
な
っ
た
方
法
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
方
法
は
、
河
川
法
の
改
正
を
機
に
、

建
設
省
（
現
・
国
土
交
通
省
）
に
よ
っ
て

日
本
に
あ
る
全
て
の
一
級
河
川
の
河
川
計

画
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
は
国
が
管

理
す
る
河
川
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
自
治

体
で
も
こ
の
方
法
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

洪
水
予
測
に
ジ
ャ
ッ
ク
ナ
イ
フ
法
を
用

い
る
ア
イ
デ
ア
は
、
京
都
大
に
来
て
い
た

カ
ナ
ダ
の
水
文
学
研
究
者
と
話
し
て
い
た

時
に
浮
か
び
ま
し
た
。
ジ
ャ
ッ
ク
ナ
イ
フ

法
は
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
彼
が
別
の
研
究
に
使
っ
て

い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
洪
水
予
測
に

応
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
の

で
す
。
優
れ
た
研
究
を
し
て
い
る
大
学
に

は
優
れ
た
研
究
者
が
多
く
出
入
り
し
ま
す
。

日
常
的
な
国
際
交
流
か
ら
世
界
の
研
究
成

果
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
る
の
も
、
大
き

な
大
学
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
学
で
は

私
の
所
属
す
る
防
災

研
究
所
が
中
心
と
な

り
、「
極
端
気
象
と

適
応
社
会
の
生
存
科

学
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化

の
影
響
に
よ
り
、
氷
河
や
万
年
雪
の
融

解
、
そ
れ
に
伴
う
海
面
上
昇
、
水
災
害
な

ど
、
多
く
の
気
象
変
動
が
観
測
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
そ
れ
ら
は
激
化
す
る
可
能
性

が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
水
問
題
、
災
害
問
題
、
環
境

問
題
に
焦
点
を
当
て
、
理
学
、
工
学
、
農

学
、
情
報
学
な
ど
の
各
研
究
科
が
共
同
で
、

学
際
的
に
教
育
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
現
場
主
義
で

あ
る
こ
と
で
す
。
本
学
の
生
存
圏
研
究
所

が
所
有
す
る
赤
道
大
気
レ
ー
ダ
ー
を
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
設
置
し
て
、
地
球
規
模
で
大

気
の
動
き
を
観
測
し
、
更
に
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
の
各
地
で
も
気
象
観
測
や
大
気
境

界
層
の
観
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

集
め
た
大
気
や
降
水
な
ど
の
デ
ー
タ
か
ら

地
球
環
境
へ
の
影
響
を
予
測
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
研
究
の
魅
力
は
、
何
と
い
っ
て
も

学
際
性
と
国
際
性
で
す
。
分
野
も
国
籍
も

年
齢
も
違
う
研
究
者
が
集
ま
っ
て
研
究
を

進
め
る
こ
と
に
は
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
、
力
を
合
わ
せ
て
世
界
が
抱

え
る
課
題
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
に
、
こ

の
上
な
い
使
命
感
や
充
実
感
を
感
じ
ま
す
。

　

環
境
問
題
で
は
、
よ
く
「
シ
ン
ク
・
グ

ロ
ー
バ
リ
ー
、
ア
ク
ト
・
ロ
ー
カ
リ
ー
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

物
事
を
考
え
、
国
内
や
地
元
で
自
分
が
出

来
る
こ
と
を
追
求
す
る
と
い
う
発
想
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
研
究
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
「
シ
ン
ク
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ー
、

ア
ク
ト
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ー
」
を
掲
げ
ま
し

た
。
学
生
に
は
、
研
究
を
通
し
て
、
知
識

や
実
験
手
法
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
規
模

で
物
事
を
捉
え
、
自
分
の
力
で
考
え
て
地

球
規
模
の
課
題
に
挑
戦
す
る
姿
勢
も
身
に

付
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❶
確
率
分
布

　

確
率
変
数
の
各
々
の
値
に
対
し
て
、
そ
の

起
こ
り
や
す
さ
を
示
す
も
の
。

❷
確
率
水
文
量

　

発
生
確
率
を
ベ
ー
ス
に
、
雨
量
や
洪
水
量

な
ど
の
水
文
量
を
測
る
概
念
。
治
水
計
画
を

立
て
る
際
は
、
確
率
水
文
量
の
精
度
を
上
げ

る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。「
50
年
確
率
の
豪

雨
」「
１
０
０
年
確
率
の
洪
水
」
な
ど
と
表

現
さ
れ
る
。

❸
河
川
法

　

河
川
の
適
切
な
利
用
や
、
洪
水
、
高
潮
な

ど
の
災
害
の
防
止
、
流
水
の
正
常
な
機
能
の

維
持
な
ど
を
行
う
た
め
の
河
川
管
理
に
つ
い

て
規
定
し
た
法
律
。
１
９
６
４
年
に
制
定
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
、
河
川
利
用
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
97
年
に
改
正
さ
れ
た
。

❹
大
気
境
界
層

　

地
上
か
ら
１
㎞
上
空
ま
で
の
層
の
こ
と
。

地
形
や
建
物
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
、
乱
流

が
起
き
や
す
い
。生
物
の
生
活
圏
で
も
あ
り
、

生
物
が
感
じ
る
暑
さ
や
寒
さ
、
湿
気
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
大
気
汚
染
や
花
粉
の

飛
散
な
ど
は
、
全
て
境
界
層
の
状
態
に
よ
っ

て
変
化
す
る
。

研究の広がり

アクト・グローバリー
の精神で

世界を目指す

用
語
解
説

2

3

4
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私
の
高
校
時
代
は
、
地
球
温
暖

化
問
題
が
活
発
に
議
論
さ
れ
始
め

た
頃
で
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
世
界
の
現
状
を
知
る
に

つ
れ
て
、
大
学
進
学
後
は
環
境
や
災
害
な

ど
の
地
球
規
模
の
課
題
に
取
り
組
み
、困
っ

て
い
る
人
々
の
力
に
な
り
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
実
学
的
な
側
面
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
も
出
来
た
と
思
い

ま
す
が
、
学
部
で
学
ぶ
う
ち
に
、
基
礎
的
・

理
論
的
な
こ
と
へ
の
興
味
が
膨
ら
ん
で

い
っ
た
の
で
、
大
学
院
に
進
み
、
気
象
現

象
に
関
す
る
基
礎
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　

地
上
か
ら
高
度
１
㎞
ま
で
の
大

気
境
界
層
に
お
け
る
風
の
乱
れ
や

流
れ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
大
気
境
界
層
に
起
こ
る
風
は
、

地
形
や
建
物
な
ど
の
形
に
影
響
さ
れ
て
複

雑
に
変
化
し
、
地
上
か
ら
出
る
熱
や
放
射

性
物
質
を
上
空
に
放
出
し
た
り
、
二
酸
化

炭
素
を
地
面
に
吸
収
し
た
り
す
る
現
象
に

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
地
上
付
近
の
風

が
乱
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
熱
や
二

酸
化
炭
素
が
上
空
の
空
気
と
交
換
さ
れ
、

地
上
に
い
る
生
物
が
生
き
て
い
く
環
境
が

保
た
れ
る
の
で
す
。

　

風
の
研
究
と
い
う
と
、
計
測
機
で
実
際

に
デ
ー
タ
を
集
め
て
、
そ
れ
を
解
析
す
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
私
の
研
究
で
は
、
微
分
方

程
式
に
よ
っ
て
算
出
し
た
数
値
を
基
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
風
を
再
現
し
、
風

の
強
さ
や
向
き
、
地
形
な
ど
を
少
し
ず
つ

変
え
な
が
ら
、
風
の
変
化
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
方
法
を
採
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
で
は
華
々
し
い
発
見
は
少
な
く
、

地
道
な
作
業
の
繰
り
返
し
で
す
。
１
日
中

パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座
り
、
何
も
進
ま
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
少
し
ず
つ
デ
ー
タ
の
精
度
を
高

め
、
仮
説
が
証
明
で
き
た
時
は
、
研
究
者

と
し
て
の
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　

社
会
に
直
接
還
元
で
き
る
成
果
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
的
に
は
強
風
注
意

報
な
ど
の
精
度
を
高
め
る
た
め
の
基
礎

デ
ー
タ
な
ど
に
生
か
す
こ
と
が
出
来
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

研
究
者
を
目
指
す
方
に
は
、
ぜ

ひ
自
分
で
考
え
る
姿
勢
や
習
慣
を

身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
研
究

に
は
終
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
１
つ
進
ん

だ
と
し
て
も
、
次
か
ら
次
へ
と
新
た
な
疑

問
が
生
ま
れ
、
常
に
考
え
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
や
っ
た
ら
自
分
で
考
え
る

姿
勢
や
習
慣
が
身
に
付
く
の
か
。
例
え
ば
、

数
学
で
分
か
ら
な
い
問
題
が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
答
え
や
解
説
を
見
る
の
で
は
な

く
、
と
り
あ
え
ず
後
回
し
に
し
て
お
い
て
、

何
日
か
考
え
て
み
る
と
い
う
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
別
の
問
題
を

解
い
て
い
る
時
、
あ
る
い
は
授
業
を
受
け

て
い
る
時
に
、「
こ
の
公
式
を
使
え
ば
い
い

ん
だ
」「
あ
の
方
法
を
応
用
し
た
ら
解
け
る

か
も
」
と
い
う
よ
う
に
、
ふ
と
解
法
が
思

い
浮
か
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
、

自
分
自
身
で
理
解
し
な
が
ら
勉
強
を
進
め

る
こ
と
で
、
数
学
の
本
質
が
よ
り
理
解
で

き
ま
す
し
、
物
事
を
深
く
追
究
す
る
姿
勢

や
習
慣
も
身
に
付
く
と
思
い
ま
す
。

Q

Q

Q

な
ぜ
こ
の
分
野
に

進
ん
だ
の
で
す
か

現
在
の
研
究
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い

高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

A

A

A私

大学院生が語る

地上付近の風の流れを
数値的研究により解明

日比野研志さん

ひびの・けんし　京都大大学院理学研究科地球惑星
科学専攻地球物理学教室気象学研究室博士課程３
年。グローバルＣＯＥプログラム「極端気象と適応
社会の生存科学」履修生。愛知県立半

はん

田
だ

高校卒業

●高校時代の一番の思い出は、２年生
の時に友だちに誘われて出場した県の
ディベート大会です。それまでディ
ベートをしたことはなかったのです
が、友だちと準備を進めるうちにだん
だんのめり込んでいきました。
　テーマは「遺伝子組み換え食品の是
非」でした。準備では立論、論ばくな
ど、ディベートのルールを学び、テー
マにかかわる技術や事件について調べ
て練習しました。結果は３回戦敗退で
したが、目標に向かって友だちと力を
合わせた経験は、今でも大きな財産に
なっています。研究者は１人でじっく
り考える力が必要ですが、他の研究者
とコミュニケーションを取る力も大切
です。ディベート大会のような特別な
舞台だけではなく、部活動、行事、授
業でもコミュニケーション力を高める
ことは出来ます。皆さんも毎日の高校
生活を大切にして、将来のために力を
蓄えてください。

ディベート大会で培った
コミュニケーション力

の高校時代
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